
風
信

　
長
崎
の
開
港
は
、
元
亀
元
年（
一
五
七
〇
年
）ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
初
め
て
長
崎
に
入
港

し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
り
、
秀
吉
の
時
代
、
文
禄
元
年（
一
五
九
二
年
）最
初
の
奉
行
所

を
本
博
多
町（
現
・
万
才
町
）に
設
置
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
と
な
り
、
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
年
）の
鎖
国
令
に
よ
り
、
出
島
の
地
の
み
で
外
国
と
の
交
易
を
許
し
、
他
藩
の

人
の
出
入
り
を
厳
し
く
監
視
し
た
。

　
当
時
の
長
崎
の
人
口
は
、
約
五
万
人
で
推
移
し
て
い
た
。
幕
府
は
、
長
崎
の
地
を
天
領

（
直
轄
地
）と
し
、
行
政
・
外
交
・
貿
易
・
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
り
締
ま
り
な
ど
幅
広
い
政

治
を
行
う
た
め
、
幕
末（
一
八
六
八
年
）ま
で
長
崎
に
奉
行
所
を
置
い
た
。
当
時
の
長
崎

奉
行
所
は
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）の
大
火
に
よ
り
焼
失
。
再
建
後
西
役
所
は
江
戸
町

（
現
・
県
庁
）に
、
東
役
所
は
延
宝
元
年（
一
六
七
三
）に
立
山
に
移
し
た
。
東
役
所
の
建

設
に
際
し
、
そ
の
石
材
は
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）天
草
の
富
岡
城
解
体
時
の
古
材
が
再

利
用
さ
れ
た
と
言
う
。
奉
行
所
は
総
勢
約
千
人
に
上
る
行
政
組
織
で
あ
り
、
江
戸
幕
府

の
前
線
基
地
と
し
て
重
要
な
任
務
を
行
っ
た
。

　
長
崎
奉
行
は
初
代
小
笠
原
一
庵
か
ら
、
最
後
の
奉

行
・
河
津
祐
邦
ま
で
約
1
2
0
人
が
、
そ
の
任
に
当

た
っ
た
。
奉
行
は
わ
ず
か
2
年
余
り
の
任
期
で
、
江
戸

へ
帰
任
す
る
時
の
土
産
は
、
何
と
十
万
両（
現
在
の

一
億
円
）と
も
言
わ
れ
る
金
品
が
贈
ら
れ
た
と
言
わ
れ

る
。
い
か
に
、
長
崎
が
交
易
で
栄
え
て
い
た
か
の
証
し

に
な
る
。

　
時
代
が
下
り
、
西
役
所
内
に
安
政
二
年（
一
八
五
五
）

海
軍
伝
習
所
を
設
け
、
そ
の
一
期
生
に
は
、
勝
海
舟
・

榎
本
武
揚
な
ど
が
い
た
。
ま
た
、
東
役
所
近
く
に
は

文
政
七
年（
一
八
二
四
）シ
ー
ボ
ル
ト
の
鳴
滝
診
療
所
兼

学
舎（
塾
）が
始
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ポ
ン
ぺ
が
、
安
政

四
年（
一
八
五
七
）本
格
的
な
医
療
を
開
始
、
そ
の
後
、

長
崎
大
学
医
学
部
と
し
て
発
展
し
た
。
同
時
期
に
、
英
語
伝
習
所
が
奉
行
所
の
近
く
岩

原
目
付
屋
敷
内
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
は
長
崎
外
国
語
学
校
か
ら
、
長
崎
商
業
へ
と
続
く
。

　
さ
て
、
本
題
の「
長
崎
男
と
天
草
女
」で
あ
る
が
、
江
戸
末
期
の
諺
に
あ
る「
東
男
に
京

女
」と
同
様
に
、
長
崎
の
男
は
男
ら
し
く
粋
で
気キ
ッ
プ風
が
良
く
、
天
草
の
女
は
従
順
で
働
き

者
だ
と
言
う
こ
と
で
、
相
性
が
良
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
地
勢
と
治
世
の
関
わ
り
か

ら
、幕
末
か
ら
の
一
時
期（
一
年
三
ヶ
月
の
間
）天
草
県
は
、長
崎
府
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　
長
崎
の
祭
は「
お
く
ん
ち
」に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
華
や
か
で
豪
気
で
あ
る
。
ま
た
、

鶴
の
港
と
称
さ
れ
る
美
し
い
港
で
の
出
船
入
船
時
の
出
会
い
の
喜
び
と
別
れ
の
哀
愁
が
、

江
戸
期
よ
り
面
々
と
続
い
て
い
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
海
外
に
誇

れ
る
も
の
が
あ
る
。
私
の
時
代
は
、「
お
く
ん
ち
」の
日
は
学
校
が
お
休
み
で
、
心
が
浮

き
浮
き
し
た
も
の
だ
。「
お
く
ん
ち
」行
列
の
中
に
、本
石
灰
町
の「
御
朱
印
船
」が
あ
る
が
、

朱
印
船
主
の
中
に
は
熊
本
出
身
の
武
士
で
後
に
商
人
と
な
っ
た
荒
木
宗
太
郎
が
い
る
。

宗
太
郎
は
江
戸
初
期
に
長
崎
に
来
て
、
朱
印
状
を
受
け
自
ら
海
外
へ
出
か
け
、
貿
易
を

取
り
仕
切
っ
た
人
物
で
、
安
南（
現
・
ベ
ト
ナ
ム
）の
、
王
族
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
日
本

に
連
れ
帰
り「
お
く
ん
ち
」を
盛
り
上
げ
る
原
動
力
に
な
っ
た
と
言
う
。

　
ペ
ー
ロ
ン
は
、
寛
文
十
三
年（
一
六
七
三
）天
草
・
富
岡
や
兵
庫
県
・
相
生
市
へ
長
崎
の

人
が
、
移
り
住
み
指
導
し
た
も
の
で
、
各
地
で
も
、
毎
年
華
や
か
さ
と
男
ら
し
い
豪
快

さ
で
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
天
草
北
西
部
の
五
和
町
二
江
に
は「
通
詞
島
」

（
周
囲
約
4
キ
ロ
）が
あ
る
。
こ
こ
は
、
中
世（
武
家
体
制
＝
封
建
制
が
確
立
し
た
時
代
）

か
ら
、南
蛮
貿
易
の
通
訳
達
が
住
ん
で
い
た
話
や
、遠
海
へ
漁
に
出
て
外
国
語
を
マ
ス
タ
ー

し
た
漁
師
が
居
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
九
州

が
生
ん
だ
天
才
商
人
が
こ
の
地
に
居
た
事
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
河
村
哲
夫
著『
天
を
翔
け
た
男
』に
出
て
く
る
西
海
の
豪
商
・
石
本
平
兵
衛
で
あ
る
。

石
本
は
、
天
草
で
成
功
し
長
崎
へ
来
て
店
の
名
を「
阿
部
屋
」と
称
し
、
文
化
十
三
年

（
一
八
一
六
）三
〇
歳
の
頃
経
営
の
拡
大
を
推
し
進
め
、
後
に
老
中
と
な
る
水
野
忠
邦
に
先

行
投
資
と
し
て
千
両
箱
を
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
鴻
池
や
三
井
・
住
友

な
ど
と
肩
を
並
べ
る
幕
府
の
御
用
商
人
と
な
る
。

　
ま
た
、
鶴
田
文
史
著『
天
草
五
足
の
靴
物
語
』に
出
て
く
る
青
年
詩
人
た
ち（
与
謝
野

寛
・
木
下
杢
太
郎
・
北
原
白
秋
・
吉
井
勇
・
平
野
万
里
ら
）が
九
州
を
旅
し
て
長
崎
茂

木
港
か
ら
富
岡
港
へ
渡
っ
て
い
る
し
、
古
く
に
は
、
頼
山
陽
も
富
岡
を
訪
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
昔
か
ら
長
崎
と
天
草
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
が
、
連
綿
と
続
い
て
い
る
。

　
昔
よ
り
天
草
の
人
達
は
、
文
化
・
芸
術
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
業（
仕
事
や

生
活
）を
求
め
て
、
あ
の
手
こ
の
手
で
天
領
長
崎
へ
の
入
国
を
計
っ
た
。
そ
こ
に
は

寺
社
へ
の
修
行
と
称
し
た
り
、
結
婚
を
偽
装
し
た
り
、
物
資
を
運
ぶ
船
に
便
乗
す
る

等
と
色
々
手
配
し
長
崎
入
り
を
は
た
し
て
い
る
。
長
崎
の
地
で
は
富
を
求
め
、
技
術
・

芸
術
を
磨
き
、
人
・
物
・
金
の
情
報
が
、
各
藩
の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
で
す
か
ら
、
長
崎
の
人
口
は
表
向
き
は
五
万
人
で
も
、
実
際
の
人
口
は
も
っ

と
居
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
長
崎
か
ら
見
れ
ば
隣
の
よ
う
な
天
草
と
の
往
来
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
私
は
今
町
の
料
亭「
坂
本
屋
」の
あ
た
り
で
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
天

草
に
有
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
前
を
調
べ
る
と
度
会（
三
重
県
伊
勢
）の
荒
起
田（
荒
木

田
）よ
り
下
向
し
、
筑
後
の
藤
原
氏
を
祖
と
し
、
菊
池
氏
よ
り
分
家
し
た
志
岐
氏
が
、

元
久
二
年（
一
二
〇
五
）か
ら
お
よ
そ
4
0
0
年
の
間
、
天
草
苓
北
町
一
帯
を
統
治
し
た
時

代
、
志
岐
麟
泉
が
領
主
と
な
り
全
盛
期
を
迎
え
た
。
筑
後
・
三ミ
ズ
マ
グ
ニ

潴
郡
の
東
部
に
は
荒
木

村（
現
・
久
留
米
市
荒
木
町
）が
あ
り
、
其
の
地
の
人
は
荒
木
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
私
の
十
代
前
で
、
約
二
千
人
余
り
の
人
々
が
家
系
に
関
わ
っ
て
い
る
。
自
分
の
歴
史

は
名
字
・
家
紋
・
過
去
帳
・
お
寺
・
教
会
・
墓
碑
と
、
そ
の
由
来
な
ど
か
ら
、
あ
る
程

度
の
事
は
判
る
。
私
の
祖
先
は
志
岐
の
十
七
代
城
主
・
志
岐
諸
経
の
家
臣
で
あ
る
と
ほ

ぼ
断
定
。
当
時
、
天
草
は
非
常
に
貧
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
生
活
の
基
本
で

あ
る
米
の
収
穫
が
ま
ま
な
ら
ず
、
年
貢
に
も
事
欠
い
て
い
た
。
農
作
物
や
、
水
の
確
保

が
難
し
く
、
争
い
が
絶
え
な
い
土
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
な
背
景
の
中
で
、
年
貢
米
の
取

立
て
と
切
支
丹
弾
圧
が
厳
し
く
、
つ
い
に
寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）天
草
・
島
原
の
乱
が

起
き
、
乱
後
、
天
草
は
天
領
と
な
り
、
初
代
代
官
に
鈴
木
重
成
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
氏
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
を
見
て
、
年
貢
の
半
減
を
幕
府
に
願
い
出
て
、
そ
の
責
任

で
切
腹
。
私
の
先
祖
も
、
明
和
七
年（
一
七
七
〇
）ご
ろ
長
崎
へ
生
活
の
糧
を
求
め
て
手

漕
ぎ
舟
を
使
い
、
貿
易
商
を
目
指
し
て
長
崎
に
渡
り
、
最
初
は
江
戸
町
に
居
を
構
え
た

と
聞
い
て
い
る
。�

（
岡
山
市
在
住
）

三
六
一
号
　
平
成
二
十
四
年
八
月
十
日

長
崎
男
と
天
草
女

○
長
崎
の
八
月
は
、
九
日
の
原
爆
忌
・
長
崎
九
條
の
会
の
平
和
集
会
に
始
り
、
十
三
日
よ
り

初
盆
・
十
五
日
夜
の
精
霊
流
し
。
十
六
日
夜
の
送
り
燈
篭
、
そ
し
て
小
・
中
学
生
の
夏
休

み
終
了
で
お
わ
る
。

○
今
年
も
暑
い
夏
で
す
ね
。
暑
中
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

○
長
崎
の
盆
は
昔
よ
り
全
国
的
に
有
名
で
、
各
種
の「
名
勝
案
内
」に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
の「
お
盆
」に
は「
盆
踊
り
」は
な
い
が
、
初
盆
の
家
で
は
十
三
日
よ
り
、
一
般
の
家
で
は

十
四
日
の
夕
方
よ
り
一
家
を
あ
げ
て
墓
に
行
き
墓
前
で
祖
先
の
霊
を
む
か
え
、
酒
宴
を
は

り
、花
火
を
あ
げ
夜
お
そ
く
ま
で
賑
か
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
そ
し
て
十
五
日
の
夜
は
、

早
目
に
墓
を
引
き
あ
げ
、
八
月
に
入
る
と
準
備
し
用
意
し
て
い
た
精
霊
船
の
精
霊
流
し
に

か
か
る
。
戦
前
は
夜
の
九
時
頃
よ
り
、町
内
自
慢
の
精
霊
鐘
の
音
に
あ
わ
せ「
ド
ー
イ
〳
〵
」

の
掛
声
で
出
発
し
て
い
た
。
勿
論
女
の
人
は
船
を
海
に
流
す
の
で
船
に
つ
い
て
行
か
な
い
し
、

先
頭
の
印し
る
し

燈
篭
に
つ
く
人
達
は「
江
戸
腹
掛
け
の
粋
な
若
い
人
達
」が
多
か
っ
た
。

○
盆
の
語
源
は
、
古
代
イ
ン
ド
佛
教
語
のU

llam
 bana

を
語
源
と
し
て
い
る
。
言
葉
の
意

味
は「
さ
か
さ
ま
に
懸
け
る
」と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
転
じ
て
苦
し
ん
で
い
る
人

を
救
う
と
の
意
味
と
な
っ
て
い
る
。

○
我
が
国
で
最
初
に
此
の「
ウ
ラ
ボ
ン（
盂
蘭
盆
）会
を
行
っ
た
の
は
斎
明
天
皇
三
年（
六
五
七
）

以
来
の
事
で
あ
る
と
記
し
て
あ
る
。

○
昔
の
長
崎
の
盆
行
事
は
、
旧
七
月
一
日
初
盆
の
家
で
は
門
口
に
迎
え
の
燈
篭
を
下
げ
る
事

に
始
り
、
十
三
日
夜
は「
迎
え
団
子
」を
用
意
し
、
夜
中
の
子
ノ
刻（
十
二
時
）精
霊
様
が
家

に
お
帰
り
に
な
る
の
で
家
内
一
同
・
玄
関
に
坐
り
、
お
出
む
か
え
し
た
と
記
し
て
あ
る
。

○
長
崎
県
下
の
盆
の
時
に
供
え
ら
れ
た
料
理
の
各
種
に
つ
い
て
は
、
長
崎
純
心
大
学
博
物
館

刊
の『
長
崎
学
・
続
食
の
文
化
史
』に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
戴
く
と
よ
い
。

○
盆
の
十
六
日
、
町
の
人
達
は「
精
進
落お

ち
の
日
」と
い
っ
て
冬と
う
が瓜
と
鶏
の
煮
込
み
を
食
べ
る
。

（
初
盆
の
家
で
は
十
七
日
に
食
す
。
と
足
立
正
技
の
長
崎
風
俗
考
に
記
し
て
あ
る
）

○
今
月
ご
寄
贈
を
戴
い
た
書
籍

　『
長
崎
大
学
医
学
部
　
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
誌
』一
九
八
七
年
十
一
月
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
軍
医

ポ
ン
ぺ
先
生
が
長
崎
医
学
伝
習
所
を
創
立
以
来
一
九
八
七
年
十
一
月
が
一
五
〇
年
と
な
る
の

で
其
の
記
念
誌
と
発
刊
さ
れ
た
書
誌
で
祝
辞
・
記
念
講
演
等
・
三
七
三
Ｐ
の
大
冊
で
あ
っ
た
。

○『
開
港
五
都
市
モ
ボ
・
モ
ガ
写
真
集
』安
政
五
年
五
月（
一
八
五
九
）安
政
の
開
国
に
よ
り
五

港
が
開
か
れ
、
モ
ダ
ン
・
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
の
言
葉
が
生
れ

た
。
楽
し
い
写
真
集
だ
っ
た
。（
横
浜BankART 1929

・

二
、〇
〇
〇
円
）

荒
木
　
忠
久

長崎より天草を望む


